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 令和７年第３回平取町議会定例会  （開  会  午前  ９時３０分） 

 

高山議長 皆さん、おはようございます。定例会の２日目の会議を開催したいと思います。

ただいまの出席議員は、１０名であり、定足数に達していますので会議は成立

いたします。直ちに本日の会議を開きます。 

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は、会議規則第

１２２条の規定により、９番四戸議員と１番井澤議員を指名いたします。 

日程第２、議案第１８号、令和７年度平取町一般会計予算、日程第３、議案第

１９号、令和７年度平取町国民健康保険特別会計予算、日程第４、議案第２０

号、令和７年度平取町後期高齢者医療特別会計予算、日程第５、議案第２１号、

令和７年度平取町介護保険特別会計予算、日程第６、議案第２２号、令和７年

度平取町国民健康保険病院特別会計予算、日程第７、議案第２３号、令和７年

度平取町簡易水道事業会計予算、以上、議案６件を一括して議題といたします。 

それでは、令和７年度一般会計予算について説明を求めます。総務課長。 

 

総務課長 議案第１８号、令和７年度平取町一般会計予算についてご説明させていただき

ます。ページは１ページとなります。令和７年度一般会計の予算は次に定める

ところによります。第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ７４億５

３００万円とするものです。第２条、債務負担行為につきましては、第２表債

務負担行為によります。第３条、地方債に関しては第３表地方債によります。

第４条、一時借入金につきましては、最高額を１５万円と定めるものです。着

席で失礼させていただきます。失礼いたしました、一時借入金の申し上げたも

のを訂正させていただいて、１５億円と定めるものでございます。それでは事

項別明細書の歳出から、主立ったものについてご説明させていただきたいと思

います。９４ページをお開きください。１款１項１目議会費、１３節使用料及

び賃借料、ペーパーレス会議システム使用料２５万円の計上です。これはペー

パーレス会議システムの利用料となり、１１台分の初期導入費用と年間使用料

を計上しております。１７節備品購入費、議会広報用パソコン購入費３８万円

の計上です。議会広報用パソコン１台の更新費用を計上しております。９５ペ

ージをお開きください。２款１項１目一般管理費、１節報酬、２節給料、３節

職員手当、４節共済費、負担金に関係しますが、職員給料と会計年度任用職員

等の報酬などによるものです。まず報酬で計上させていただいてます、パート

タイム会計年度任用職員については、１名増となるものになります。給料及び

手当等に関係しますが、正規職員と再任用職員を合わせまして１名の増という

ことになります。任期付職員については２名増、フルタイム会計年度任用職員

については１名増となります。職員手当につきましては、期末勤勉手当が０．

１か月分増、１番下に地域手当という項目が追加となっておりますが、これは

後期高齢者医療広域連合への派遣職員の給与に対するもので、給与は町で立替

払いをし、連合会から納付されるという仕組みをとりますことから、連合会の
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規則による地域手当を計上しております。９６ページをお開きください。１２

節委託料、１行目の自治体行政システム標準化委託料７，２１５万９，０００

円の計上となります。これは国が進めている地方行政のデジタル化で、基幹業

務２０業務を国の標準仕様に適合させるシステム化に係る委託料となります。

５行目公式ＬＩＮＥ構築運用支援業務委託料５５０万円の計上です。これは平

取町公式ＬＩＮＥアカウントを使用した行政サービス用ソフトを構築しようと

するもので、ごみや健診など各種サービスのお知らせやアンケートの実施、電

子申請、電子決済などを行えるようにするためのシステムを構築します。１番

下の庁舎基本構想策定業務委託料２２０万円となります。これは老朽化した現

役場庁舎に代わる新たな庁舎について、どこにどのように整備し、どのような

機能を持たせることが効率的かなど基本的な構想を策定するための委託料とな

ります。１３節使用料及び賃借料２行目の勤怠管理システム使用料６５３万４，

０００円の計上です。これは公共施設及び病院に導入する、職員の入退室、休

暇、時間外勤務などを管理するシステムです。現在のタイムカードに替えて運

用するものです。４行目、財務会計システム使用料５１０万４，０００円の計

上です。現在使用している財務会計システムは、それを動かすソフトのサポー

トが２０２２年で終了しており、挙動も不安定になりつつあります。このため、

新たなシステムを導入しようとするもので、その使用料となります。下から３

行目、ペーパーレス会議システム使用料４５万５，０００円の計上です。議会

費でも計上しましたが、こちらは２０台分の使用料等を計上しております。９

７ページをお開きください。１７節備品購入費、１行目、文書電子化業務用事

務機器７１５万４，０００円の計上です。庁舎１階に設置されている印刷機と

同型の印刷機を追加で１台導入し、スキャン機能を使い紙保存の文書をデジタ

ル化しようとするものです。また、図面などの大型プリンタについてもリース

期間満了に伴い更新します。２行目、連絡車購入費５５５万１，０００円の計

上です。これは公用車１台がリース期間満了を迎えるにあたり、外部からの充

電機能を有するプラグインハイブリッド車を購入するものです。交付税に３

０％算入される脱炭素推進事業債の起債のため、リースではなく購入とするも

のです。下から２行目、財務会計システムソフトウエアの購入です。９７４万

６，０００円の計上となっております。これは新たな財務会計システムのソフ

トウエアを購入するものです。１番下、ペーパーレス会議用端末７６８万３，

０００円の計上です。これは議会の使用と合わせて３１台のタブレット型パソ

コン、キーボード、タッチペンを導入するための費用となります。１８節負担

金、補助及び交付金、１行目、退職手当組合負担金７，４６３万７，０００円

の計上です。退職手当組合負担率の緩和措置が２分の１から４分の１に減少し

たため、影響額として１，５７０万円程度増加しました。そのほか、退職手当

精算に伴う追加負担金９００万円などの追加もあり、総額で３，１２７万８，

０００円の追加となっております。２行目、自治会総合交付金１，０４８万２，

０００円の計上です。自治会交付金は１，１８３万円の減額となっております
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が、そのうちの１３０万円は防犯灯整備に係る予算を１１目生活安全対策費で

計上することとし移行したためとなります。９９ページをご覧いただきたいと

思います。２款１項３目財産管理費、１４節工事請負費、本町町有地整備工事

２，８００万６，０００円の計上です。これは旧病院跡地整備のための費用で

すが、令和７年度において路盤工及び舗装工を実施します。職員住宅解体工事

７２０万円の計上です。これは、本町緑ヶ丘地区の老朽化した職員住宅を４戸

解体し、その跡地を町営住宅として利用しようとするものです。町有建物解体

工事１８０万円。これは旧振内営林署敷地内にある建物１棟を解体しようとす

るものです。１０５ページをお開きください。２款１項９目企画費、７節報償

費、地域おこし協力隊報償費３，１４２万８，０００円の計上です。内訳は高

校生寮のハウスマスター５名、平取高校コーディネーター２名、空き家コーデ

ィネーター１名、民間企業雇用型協力隊１名の合計９名の協力隊員の予算措置

をしております。１２節委託料、２行目の第７次総合計画策定支援業務委託料

５９７万３，０００円の計上です。これは令和８年度より第７次総合計画がス

タートしますが、計画策定支援業務の委託を行うものです。３行目、ふるさと

ワーキングホリデー企画運営業務委託料３００万円の計上です。首都圏などに

在住する者が２週間程度滞在し、働いて収入を得ながら平取町の暮らしを体験

することで、関係人口拡大及び移住の掘り起こしを図るもので、その企画運営

委託料となります。１番下、二風谷コタンモニュメント製作委託料５５０万円

の計上です。これは匠の工房入り口に配置するモニュメントを作成し、また、

その過程を見ていただくことで、匠の道の魅力化の向上を図ろうとするもので

す。１０６ページをご覧ください。１７節備品購入費、平取高校学生寮備品９

２万５，０００円の追加です。高校生寮に必要なベッド、洗濯機、冷蔵庫など

を購入するものです。空き家等相談事務用備品３０万円の計上です。これは令

和７年度より開設を計画している空き家相談事務所に必要な事務機器、テーブ

ルなどの購入費です。１０８ページをお開きください。２款１項１１目、令和

６年度までは交通安全対策費でしたが、令和７年度は生活安全対策費とさせて

いただいております。この項目には令和６年度までは交通安全対策費でしたが、

令和７年度については諸費で計上していました防犯対策費についても、この科

目で計上しております。１８節負担金、補助及び交付金、防犯灯ＬＥＤ整備事

業補助金２２３万円の計上です。これまでは自治会総合交付金に含まれており

ましたが、本科目で計上することとしました。１０９ページをお開きください。

２款１項１２目ゼロカーボン推進費、１７節備品購入費、バイオマスセンター

業務用備品１１０万円の計上です。これはこれまでリース料で予算措置してき

たホイールローダーについて、リース期間が満了し、当該車両を購入すること

としたものです。１８節負担金、補助及び交付金、住まいのゼロカーボン推進

補助金３４９万円の計上です。これは国や北海道の補助制度を活用し、家庭に

おいて高効率なエアコンや給湯・暖房機、太陽光発電や蓄電設備の導入の推進

を図るものです。１１０ページをお開きください。２款１項１３目、これまで
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諸費としておりましたが、防災対策費に変えさせていただいております。これ

までは諸費という名前で目名を定めておりましたがこのたび防災対策費等を定

め、８款で計上しておりました災害対策費を廃止し、予算は本科目に移行した

ものです。なお、諸費で計上しておりました防犯対策費については生活安全対

策費へ移行しております。１１８ページをお開きください。３款１項１目社会

福祉総務費、１８節負担金、補助及び交付金、４行目の高齢者等補聴器購入費

補助金１００万円です。これは聴力が低下した高齢者及び聴覚障害による身体

障害者手帳の交付を受けることのできない難聴児等に対し、補聴器購入に対す

る負担を軽減するための補助金で２０件分を見込んでおります。１９節扶助費、

１行目の腎臓機能障害者通院交通費助成費４６０万円の計上です。これは人工

透析が必要な方の通院費負担の軽減を図るため、ハイヤー利用者には１０分の

９を、自家用自動車で通院する方へも一定の割合で補助しようとするものです。

１２０ページをお開きください。３款１項２目老人福祉費、２０節貸付金、平

取福祉会貸付金３，５００万円の計上です。令和７年度は令和６年度との比較

で５００万円の減額としております。１２２ページをお開きください。３款１

項４目福祉施設費、１０節需用費、修繕料のうち、修繕料は３３０万１，００

０円の計上ですが、そのうちゆから国道入口看板の修理として１２４万５，０

００円を計上しております。びらとり温泉ゆから入口の国道沿いにある看板に

ついて、色あせてきているため修理を行い、合わせて看板照明をＬＥＤ化しよ

うとするものです。１２４ページをお開きください。３款１項６目生活館費、

１２節委託料、１番下の荷負生活館改築工事実施設計委託料１，２３９万７，

０００円の計上です。荷負生活館の改築のため、実施設計について委託をする

ものです。１４節工事請負費、生活館照明ＬＥＤ化工事２，００８万９，００

０円の計上です。蛍光灯が２年後までに製造中止となるため、町内１１か所の

生活館の照明をＬＥＤ化しようとするものです。１７節備品購入費、生活館管

理用備品７５３万２，０００円の計上です。これは二風谷生活館への机、椅子

及び振内町民センターの暖房機１台の更新を行うものです。生活館施設用備品

７１９万１，０００円の計上です。これは二風谷生活館へのエアコンの設置を

行うものです。１２５ページをお開きください。３款１項７目アイヌ施策推進

費、１２節委託料、６行目アイヌ語復興業務委託料８２０万２，０００円の計

上です。これはアイヌ語継承のため、二風谷保育所においてアイヌ語教育を実

施しようとするものです。７行目、アイヌ文化継承・記録化業務委託料７０４

万８，０００円の計上です。アイヌ民族の高齢者が保有する知見を次世代に継

承するために記録化を行うものです。１２６ページをお開きください。１８節

負担金、補助及び交付金、１行目、国際先住民フォーラム開催事業補助金３，

０００万円の計上です。秋に外国の先住民族を招いて国際フォーラムを開催す

るための補助金となります。１２８ページをお開きください。３款１項９目ふ

れあいセンター管理費、１０節需用費、修繕料８２６万６，０００円のうち視

聴覚ホール音響等機器改修、５９４万円を計上しております。ふれあいセンタ
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ー視聴覚ホールの音響設備が機能不全となっているため、改修しようとするも

のです。１７節備品購入費、文書電子化業務用事務機器６３１万７，０００円

の計上です。ふれあいセンターの現在の印刷機がリース期間満了となり、新た

な印刷機を導入し、スキャン機能を使い紙保存の文書をデジタル化する、また

高速印刷のできる機器の導入により業務を効率化しようとするものです。２行

目管理用備品、これは小会議室用エアコン等の導入となります。７０万５，０

００円の予算となります。１３０ページをお開きください。３款２項１目児童

福祉総務費、１９節扶助費、５行目にあります、妊婦のための支援給付費２０

０万円の計上です。令和６年度までの「出産・子育て応援給付交付金」は、令

和７年４月から妊婦のための支援給付へ制度移行し、財源は全額国庫負担とな

ります。１３４ページをお開きください。４款１項２目予防費、１２節委託料、

３行目新型コロナワクチン予防接種委託料３８０万４，０００円の計上です。

令和６年度は補正対応とさせていただきましたが、令和７年度は、新型コロナ

ワクチンに対する予防接種委託料を当初予算に計上したものです。４行目帯状

疱疹予防接種委託料２８９万円の計上です。帯状疱疹ワクチンの接種者１００

名を見込み、そのうちシングリックスについては、令和６年度３０名から令和

７年度９０名分の予算措置をしております。１７節備品購入費、乳幼児等健診

用機器購入費１７３万円の計上です。乳幼児は屈折異常や斜視などの問題があ

り治療が遅れると視力が正常に発達しないため、その早期発見のための屈曲検

査機器を購入します。１３７ページをお開きください。４款１項４目環境衛生

費、１１節役務費、手数料１，８２６万７，０００円を計上しておりますが、

そのうちのＰＣＢ処理手数料として２０万円を計上しております。これは役場

庁舎コンデンサにＰＣＢが含まれている可能性があるということがわかり、そ

れを処理する手数料を計上しております。１２節委託料、ＰＣＢ確認業務委託

料１１０万円の計上です。これは公共施設内にあるＰＣＢが含まれると考えら

れる機器の調査、検査をするための委託料を計上しております。１４節工事請

負費、公衆便所解体工事１８２万６，０００円の計上です。これは去場公衆便

所においては使用頻度が少なく、老朽化も進んでいるため解体しようとするも

のです。１３９ページをお開きください。４款１項６目診療所費、１４節工事

請負費、振内国民健康保険診療所医師住宅改修工事１９９万１，０００円の計

上です。これは振内国保診療所医師住宅の長寿命化を図るため屋根・壁につい

て塗装を実施するものです。１４０ページをお開きください。４款２項１目小

規模給水施設費、１４節工事請負費、中山間平取貫気別アブシ地区水道配水管

整備工事６５０万円の計上です。これは道営中山間農業農村整備事業対象外の

水道管更新工事費用として計上したものです。１４２ページをお開きください。

４款３項１目排水処理費、１４節工事請負費、振内函渠工生活雑排水施設移設

工事２，８００万円の計上となります。国道２３７号線振内函渠工実施にあた

り、生活雑排水処理施設の移設工事が必要なことから、国から補償を受けて移

設工事を実施しようとするものです。１４４ページをお開きください。５款１
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項２目農業振興費、７節報償費、地域おこし協力隊報償費１，５０４万８，０

００円となります。これは農業支援を中心とした地域おこし協力隊４名の報償

費です。チャレンジ農場での支援を中心に活動を行います。１０節修繕料、サ

ルバ排水路土砂浚渫ほか農業用施設維持修繕に関する予算２，７００万円です。

近年、異常気象により農業施設等の機能が損なわれ、営農に支障が生じている

ことから、国の「緊急自然災害防止対策事業債」を活用して計画的に災害の予

防、拡大防止を図ろうとするものです。１２節委託料、１行目の農業集落支援

業務委託料４８０万円の計上です。これは令和７年度より新たに集落支援員制

度を活用するものです。業務委託型の支援員制度活用として農業支援センター

に専門職員を配置し、センターの機能強化を図ります。１８節負担金補助及び

交付金、１番下のスマート農業推進事業補助金９０万円の計上です。これは人

手不足の進む生産現場において、ドローンやＡＩなどの先進技術を効果的に活

用するため、操作研修や資格取得にかかる費用に対して支援していきます。１

５０ページをお開きください。５款２項２目林業振興費、１０節需用費、修繕

料、荒廃森林整備２００万円の計上です。町内の町有林において、近年、降雨

等により山腹崩壊等が身受けられ、特に沢沿いは下流側に土砂が流出し被害、

影響が生じております。森林所有者及び近隣の地先からは保全対策として治山

ダム等の整備要望が出ていますが、事業採択待ちであります。町では、町が定

めた「森林環境譲与税の活用に向けた基本方針」に基づき、森林環境譲与税を

活用し、森林が有する多面的機能の持続的な発揮と、山地災害の防止に取り組

んでいきたいという考えでございます。１５１ページをお開きください。５款

２項３目治山治水費、１４節工事請負費、小規模治山工事（丸山地先）２，１

００万円の計上です。令和７年度完成を予定しております貫気別丸山地先小規

模治山工事は流路工の整備を実施しようとするものです。１５３ページをお開

きください。６款１項１目商工総務費、各種経費が増加しております。これは

ふるさと納税に関する各種経費として寄附額を令和６年度の２億円から令和７

年度は３億円と見込み、手数料や委託料などかかる経費がそれに比例して増加

するため、所要の予算を計上しております。１５４ページをお開きください。

６款１項２目商工振興費、１８節負担金、補助及び交付金、６行目の事業承継

支援事業補助金１３０万円の計上です。これは町内商工業の事業承継を促進す

るため、承継に要する経費を支援しようとするものです。登記などの事務的経

費や施設改修などの経費に支援しようとするものです。下から４行目、中小企

業・小規模事業者借入資金利子補給費補助金４０万円の計上です。これは町内

中小企業・小規模企業の経営発展のため、借り入れた「小規模事業者経営改善

資金」の利子補給を行おうとするものです。１５７ページをお開きください。

６款２項１目観光振興費、７節報償費、地域おこし協力隊報償費３４９万２，

０００円の計上です。これは観光支援を中心とした地域おこし協力隊１名の報

酬費です。町観光部署及び観光協会での支援を中心に活動を行います。１０節

需用費、修繕料４８３万円のうち幌尻山荘水力発電設備修繕に４７３万円を計
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上しております。既設の水力発電設備の改修、装置の修繕を実施しようとする

ものとなっております。１２節委託料、２行目、アイヌ文化拠点交流促進バス

運行業務委託料１，３６２万円の計上です。札幌から新千歳空港を経由し二風

谷、白老を結ぶ観光バス４０日間の運行に係る経費と、千歳エリアと平取町内

をジャンボタクシーで３５日間の運行に係る経費を計上しております。１５９

ページをお開きください。６款２項２目公園管理費、１４節工事請負費、二風

谷ファミリーランドキャンプ場トイレ新設工事１，３００万２，０００円の計

上です。これは現在のキャンプ場入口側のトイレが男女１棟の建物となってお

りますが、これを男女別棟にするため、洋式化とあわせて１棟を新築しようと

するものです。１６２ページをお開きください。７款２項２目道路新設改良費、

１４節工事請負費、３つの事業合わせて３，８２０万円となります。荷菜三塚

線の改良舗装、仁世宇川沿線の舗装工事を継続して実施すること、また二風谷

山沿線拡幅側溝工事を新規に実施しようとするものです。１６３ページをお開

きください。橋梁維持費、１４節工事請負費につきましては、川向陸橋、藤内

橋の橋梁補修について継続して実施するものです。１６７ページをお開きくだ

さい。７款４項３目住宅建設費、１２節委託料、本町緑ヶ丘団地実施設計業務

委託料１，３００万円の計上です。これは令和６年度で基本計画を策定し、令

和７年度で実施設計を実施するための委託料となります。１６８ページをお開

きください。８款１項１目消防費、１８節負担金、補助及び交付金、日高西部

消防組合の負担金のうち、本年度主な事業として令和７年度は救急車１台の更

新を行うものとなっております。１７０ページをお開きください。９款１項２

目事務局費、７節報償費、地域おこし協力隊報償費３４９万２０００円の計上

です。これは学習塾の講師及び支援員として、協力隊員１名を活用しようとす

るものです。１７２ページをお開きください。９款２項１目小学校管理費、１

０節需用費、修繕料１，６８６万２，０００円のうち、平取小学校個別暖房機

への更新３０台分８２０万円を計上しております。これは平取小学校の真空パ

ネル暖房機の故障のため、個別暖房機３０台を更新しようとするものです。１

７節備品購入費、学校施設用備品１，４０９万４，０００円の計上です。これ

は普通教室へのエアコン導入を行うもので、平取小６台、ほか４小学校は各３

台を導入しようとするものです。１７３ページをお開きください。９款２項２

目小学校の教育振興費、１７節備品購入費、教育用機器１，６０８万円の計上

です。これはＷｉｎｄｏｗｓ１０のサポート終了に伴い、各小学校のパソコン

を更新しようとするものです。児童用２３０台、教員用３８台のパソコン購入

費を教育用機器の項目で記載しております。また、社会科副読本更新について

１９９万１，０００円を計上しております。１７４ページをお開きください。

９款３項１目中学校管理費、１７節備品購入費、学校施設用備品８０８万５，

０００円の計上です。これは普通教室、音楽室へのエアコン導入を行おうとす

るもので、平取中は普通教室と音楽室合わせて５台、振内中は３台を導入しよ

うとするものです。１７５ページをお開きください。９款３項２目中学校の教
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育振興費、１７節備品購入費、教育用機器８５８万円の計上です。これもＷｉ

ｎｄｏｗｓ１０のサポート終了に伴い、各中学校のパソコンを更新しようとす

るものです。生徒用１２３台、教員用２０台のパソコン購入費を教育用機器の

項目で記載しております。１７６ページをお開きください。９款４項１目社会

教育総務費、１２節委託料、青少年国際交流事業委託料１，４６０万８，００

０円の計上です。これは平取高校生徒のハワイ研修の実施に係る業務委託で、

平取高校１～２年生２６名、高校教員３名、教育委員会職員２名と想定し予算

計上をしております。１８節負担金、補助及び交付金、１行目のこども万博開

催事業補助金２９３万円の計上です。これは平取町内でこども万博を開催しよ

うとする実行委員会への補助金となっております。１７８ページをお開きくだ

さい。９款４項４目文化財保護費、１０節需用費、修繕料、開拓財産資料館ト

ランス更新で１７４万８，０００円、防露対策修繕として２５０万円を計上し

ております。これは旧荷負小学校を開拓財産資料館として活用しておりますが、

現在使用しているトランスにＰＣＢが混入されている可能性があることから、

これを更新するため１７４万８，０００円を、また、アイヌ文化博物館につい

て結露が生じていることから展示物保全のため防露工事を実施するため２５０

万円をそれぞれ計上しております。１８３ページをお開きください。９款４項

７目図書館費、１７節備品購入費、図書館業務用機器５２８万円の計上です。

Ｗｉｎｄｏｗｓ１０のサポート終了に伴い図書館システムを更新しようとする

ものです。更新にあたっては、デジタル推進事業債を充当するため、リースで

はなく購入としております。１８４ページをお開きください。９款５項１目保

健体育総務費、７節報償費、１行目、地域おこし協力隊報償費３４９万２，０

００円の計上です。これは中学校の部活動は地域へと移行されていくこととな

りますが、その移行に伴うコーディネーターとして地域おこし協力隊を１名配

置しようとするものです。１８５ページをお開きください。９款５項２目体育

施設費、１４節工事請負費、１行目の町民体育館玄関庇改修工事２７９万４，

０００円の計上です。これは老朽化により玄関に雨漏りが発生していることか

ら、庇の改修工事を実施しようとするものです。２行目、本町町民プール改修

工事３９２万７，０００円の計上です。これは町民プールについて利用者が安

心して使用できるよう、玄関、トイレの簡易水洗化、更衣室の修繕を行おうと

するものです。歳出についてのご説明は以上となります。続きまして、歳入に

ついてご説明させていただきますので、歳入の１１ページをお開きください。

１款１項１目個人、１節現年課税分２億１，３６２万１，０００円の計上です。

対前年度４，５６１万９，０００円の増のうち３，３６６万円は令和６年度に

実施された定額減税分ですので、差し引きで１，１９５万９，０００円の増加

を見込んでおります。２７ページをお開きください。９款１項１目地方特例交

付金、１節地方特例交付金１５０万円の計上です。対前年度マイナスの３，３

７０万円としておりますが、これは令和６年度は定額減税分３，３６６万円の

補填があったためです。２８ページをお開きください。１０款１項１目地方交
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付税３６億円の計上です。普通交付税は３２億円、これは令和６年度実績を勘

案し計上しております。特別交付税は４億円と対前年度９，０００万円の増と

しておりますが、これは地域おこし協力隊、情報戦略推進委託、集落支援員、

ふるさとワーキングホリデー事業などの増加を見込んだものとなっておりま

す。４２ページをお開きください。１５款１項１目民生費国庫負担金、３節児

童手当負担金６，３６０万４，０００円の計上です。対前年度２，６３４万２，

０００円の増ですが、これは制度が拡充され歳出増となったことによるもので

す。４３ページをお開きください。１５款２項１目総務費国庫補助金、１節総

務管理費補助金８，０９７万５，０００円の計上です。対前年度７，０５６万

５，０００円増となっておりますが、これは自治体行政システム標準化共通化

事業に対する補助金が６，６５４万８，０００円増加したこと、また、新しい

地方経済・生活環境創生交付金、これは前年度まではデジ田と呼ばれた交付金

になります。名前が変わっておりますが、この交付金について公式ＬＩＮＥ構

築事業や高校魅力化プロジェクト事業などの歳出増に伴う補助金の増５８５万

９，０００円などが要因となっております。４４ページをお開きください。１

５款２項２目民生費国庫補助金、１節社会福祉費補助金３億２，２５８万３，

０００円の計上です。対前年度４，５７８万３，０００円となっておりますが、

これはアイヌ政策推進交付金が４，８２４万８，０００円増となったものでご

ざいます。５９ページをお開きください。１６款２項６目教育費道補助金、１

節小学校費補助金８４３万３，０００円の計上です。これは児童用パソコン更

新事業に対する補助金となります。２節中学校費補助金４５１万円の計上です。

これも生徒用パソコン更新事業に対する補助金となります。６０ページをお開

きください。１６款３項１目総務費道委託金、４節統計調査費委託金３５５万

７，０００円の計上です。対前年度２５６万４，０００円増となっております

が、これは、令和７年度が国勢調査実施年となり歳出の全額が委託金として交

付されますが、国勢調査費分で３４７万円増加しております。６７ページをお

開きください。１８款１項１目寄附金、１節寄附金３億１０万円の計上です。

対前年度１億円増となっておりますが、これはふるさと応援寄附金を１億円追

加して見込んでおります。６８ページをお開きください。６８ページから７２

ページまでの基金繰入金については、他の財源で賄えないものをそれぞれの事

業目的と基金目的に合わせ充当しているものです。基金の繰入総額は５億５，

５２０万円となり、対前年度６，０５０万円の増となっております。８４ペー

ジをお開きください。２１款４項１目雑入、２節雑入、１行目の沙流川総合開

発建設事業負担金精算還付金４，０００万円の計上です。これは沙流川総合開

発事業として二風谷ダム及び平取ダムが建設され、町もそれに負担金を納めて

きているところですが、ダム建設事業の完了に伴い、このたび事業費と負担金

が精算され、還付されることとなるものです。２行目糠平・幌尻林道シャトル

バス利用料２，１６０万円の計上です。対前年度で６２０万円の増となります

が、これは１人当たり乗車料金を７，０００円から１万円としたことによるも
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のです。１６行目未来を創る子ども応援事業助成金１９９万９，０００円の計

上です。高校魅力化プロジェクト事業に６６万６，０００円、こども万博開催

事業に１３３万３，０００円を充当しております。８５ページ以降となります

が、８５ページの総務債から９２ページの教育債までは各種事業に充当した地

方債を記載しておりますが、それぞれの事業名の横または下側に充当した起債

の種別と括弧書きは交付税算入率を記載しております。なお、過疎債について

は算入率を記載しておりませんが、７０％の算入となります。以上、歳入のご

説明とさせていただきます。７ページをお開き願います。７ページは第２表債

務負担行為についてとなります。ご覧の３事業ということで翌年度以降に負担

が発生する事業につきまして、債務負担行為と定め記載させていただいており

ます。８ページ目をご覧いただきたいと思います。第３表地方債につきまして、

右下のほうに起債種別ごとにまとめた数値を記載しておりますが、一般単独事

業債１億８，１６０万円、この内訳の中にはデジタル推進事業債、緊急防災事

業債、緊急自然災害防止事業債、脱炭素事業債などが含まれております。以下、

記載のとおりとなっております。また、２０４ページ以降に給与費明細書及び

地方債現在高の表を添付しておりますので後ほどお読み取り願います。簡単な

かいつまんだ説明となりましたが、私から議案第１８号、令和７年度平取町一

般会計予算のご説明を終了させていただきますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 

高山議長 次に、国民健康保険特別会計予算について説明を求めます。町民課長。 

 

町民課長 はい、議案第１９号、令和７年度平取町国民健康保険特別会計予算についてご

説明させていただきます。国保１ページをお開きください。第１条歳入歳出予

算についてですが、予算の総額を７億２，９４０万円と定めるものです。第２

条では一時借入金について記載しておりまして最高額を５，０００万円と定め

ます。第３条では予算の流用について規定しております。お読み取りをいただ

ければと思います。歳入歳出予算の事項別明細書については、配付させていた

だきました予算説明に記載させていただきましたので、お読み取りくださいま

すようお願いいたします。それでは特徴的な歳出についてのみご説明させてい

ただきます。国保の３３ページをご覧ください。３款１項１目一般被保険者医

療給付費分、１８節負担金、補助及び交付金になります。前年度の比較で１，

６３０万円の減となっています。財政運営主体の北海道の算出となりますが、

被保険者数、世帯数、課税所得全てにおいて下がったことにより大幅な減額と

なりました。国保３４ページの一般被保険者後期高齢者支援金等分、また国保

３５ページ、介護納付金分についても同様に減額となってございます。以上簡

単ですが議案第１９号、令和７年度平取町国民健康保険特別会計予算について

ご説明とさせていただきますので、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 
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高山議長 次に、後期高齢者医療特別会計予算について説明を求めます。町民課長。 

 

町民課長 それでは議案第２０号、令和７年度平取町後期高齢者医療特別会計予算につい

てご説明させていただきます。後期１ページをご覧願います。第１条で歳入歳

出予算の総額について記載しております。歳入歳出それぞれ１億２，２２０万

円と定めようとするものです。なお事項別明細書については別途配付の説明書

をご覧いただきたいと思います。以上簡単でございますが、議案第２０号、令

和７年度平取町後期高齢者医療特別会計予算についてご説明とさせていただき

ますので、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

高山議長 続きまして、介護保険特別会計予算について説明を求めます。保健福祉課長。 

 

保健福祉

課長 

議案第２１号、令和７年度平取町介護保険特別会計予算についてご説明いたし

ます。介護保険１ページをお開きください。令和７年度平取町介護保険特別会

計予算、第１条は歳入歳出予算の総額をそれぞれ５億７，５００万円に定めよ

うとするものでございます。第２項は歳入歳出予算の款、項の区分及び当該区

分ごとの金額は、第１表歳入歳出予算によるものとしております。第２条は一

時借入金の最高額を５，０００万円にしようとするものでございます。第３条

歳出予算の流用については地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定によ

り、歳出予算の各項の経費を流用することができる場合を、１号で保険給付費

内の各項の間の流用、２号で地域支援事業費内の各項の間の流用と規定してお

ります。前年度予算額との比較について簡単にご説明させていただきますので

６ページをご覧ください。６ページは歳出になります。歳出１款総務費、本年

度予算額９６７万９，０００円で、１２４万７，０００円の減です。主な理由

は介護保険制度改正に伴うシステム改修費の減となります。２款保険給付費は

５億３７万４，０００円で６０７万６，０００円の増となります。主な要因に

ついては介護施設入所に係る給付費の増となります。３款地域支援事業費は６，

４３０万２，０００円で、１，０４２万１，０００円の増となります。地域包

括支援センターの業務に従事する職員の給料を業務の従事割合に応じ介護保険

会計から支出しておりますが、約６５０万円の増額が主な理由となります。こ

れは補助金の対象経費の上限額の引き上げに伴い、補助対象経費となる職員の

給料を増額したものとなっております。また新規事業としまして高齢者のスマ

ホ教室の開催経費６５万円を計上し、本町、振内、貫気別の３地区で月１回の

開催を予定しております。予算額の合計では対前年度比較１，５３０万円の増

です。なお事項別明細書については配付資料をご覧ください。以上で議案第２

１号の説明とさせていただきますので、ご審議のほどよろしくお願いいたしま

す。 

 

高山議長 次に、国民健康保険病院特別会計予算について説明を求めます。病院事務長。 
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病院事務

長 

議案第２２号、令和７年度平取町国民健康保険病院特別会計予算に関して説明

させていただきます。病院の１ページをお開き願います。第１条令和７年度平

取町国民健康保険病院特別会計の予算は、次に定めるところによります。第２

条業務の予定量について、病床数は一般病床で４２床、年間患者数は入院１万

９５０人、外来１万９，４４０人を見込み、１日平均患者数は入院３０人、外

来８０人を見込んでおります。第３条収益的収入及び支出の予定額は、次のと

おりとするものであります。収入、第１款の病院事業収益は、第１項医業収益

４億４，６０７万９，０００円、第２項医業外収益４億５，５５０万１，００

０円、第３項特別利益１０万円、支出、第１款病院事業費用は、第１項医業費

用８億９，０８８万６，０００円、第２項医業外費用９６９万４，０００円、

第３項特別損失１０万円、第４項予備費１００万円とし、収入、病院事業収益

及び支出、病院収益的収入支出のそれぞれ合計は、９億１６８万円としており

ます。次のページをお開き願います。病院の２ページになりますが、第４条資

本的収入及び支出の予定額を次のとおりとするものであります。収入第１款資

本的収入は、第１項一般会計負担金１億８，３３２万円、支出、第１款資本的

支出は第１項企業債償還金１億８，００８万４，０００円、第２項建設改良費

２００万円、第３項貸付金１２３万６，０００円とし、資本的収入及び支出を

１億８，３３２万円としております。次に、第５条一時借入金限度額は、限度

額を５億円と定めるものであります。第６条、議会の議決を経なければ流用す

ることのできない経費としまして、職員給与費５億８，１４０万４，０００円、

交際費３０万円としております。第７条、棚卸資産の購入限度額ですが、限度

額を７，０００万円と定めるものであります。次のページをお開き願います。

病院の３ページになりますが、令和７年度平取町国民健康保険病院特別会計予

算実施計画表の総括でありますが、収益的収入及び支出につきましては、それ

ぞれ９億１６８万円。次のページをお開き願います。病院の４ページになりま

すが、資本的収入及び支出につきましては、それぞれ１億８，３３２万円とし

ております。予算書５ページ以降につきましては別途お配りしてます予算説明

書でご確認いただきたいのですが、特徴的なところとしまして病院の５ページ、

まず１款１項１目１節入院収益になりますが、１日平均患者数３０人というの

は令和７年度と同数ですが、診療単価の分を現在の昨年の１２月末時点での入

院単価１万９，６７４円となってますので、診療単価１万９，８００円を見込

み入院収益については２億１，６８１万円、前年比３，６１３万５，０００円

の増を計上しております。次に病院の６ページをお開き願います。１款２項２

目１節一般会計繰入金についてですが、収益的収入については３億５，０００

万円ということで、前年度より２，０００万円の増となっております。そのほ

かにつきましては、事前に予算説明書をお配りしておりますのでご確認いただ

きたいと思います。病院の１６ページから２２ページは給与明細書となります。

２３ページは令和７年度のキャッシュフロー計算書、病院２４ページは令和７
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年度予定貸借対照表、病院２５ページは令和６年度予定損益計算書となります。

病院の２６ページは令和６年度の予定貸借対照表ですが、病院２５ページの予

定損益計算書の数字に基づいたものとなりますのでご確認いただければと思い

ます。以上で、議案第２２号、令和７年度平取町国民健康保険病院特別会計予

算についての説明とさせていただきますので、ご審議のほどよろしくお願いい

たします。 

 

高山議長 次に、簡易水道事業会計予算について説明を求めます。建設水道課長。 

 

建設水道

課長 

それでは議案第２３号、令和７年度平取町簡易水道事業会計予算についてご説

明させていただきたいと思います。予算書の水道１ページをご覧いただきたい

と思います。第１条総則、令和７年度平取町簡易水道事業会計の予算は次に定

めるところによるものとします。第２条としまして業務の予定量においては、

令和６年度の実績予定量をもとに令和７年度の業務の予定量を定めておりま

す。（１）給水戸数でありますが２，１９５戸、令和６年度より２５戸減となっ

ています。（２）年間総給水量につきましては３９万６，９１０トン、こちら令

和６年度より１，０４５トン減としております。（３）の１日平均給水量であり

ますが、こちらは１，０８７トンとなっており令和６年度より３トン減となり

ます。（４）主な建設工事改良事業・配水管更新工事につきましては、配水管更

新工事のほか量水器の取り替え工事、機械設備等の更新工事、また振内国道函

渠工事に伴う移設工事として１億５，３６８万４，０００円を計上しておりま

す。令和６年度対比で８２６万４，０００円の増額となります。続きまして第

３条でございますが、収益的収入及び支出を定めております。第３条の費用の

財源に充てる企業債については、第４条の資本的収入には計上せず第３条の尚

書きによって計上することになっておりますので、営業費用中総経費委託料に

要する経費の財源に充てるため、企業債を１７０万円借り入れることを記載し

ております。こちらにつきましては令和６年度対比５０万円の増額となります。

続いて収入、第１款簡易水道事業収益２億２，６１０万４，０００円を見込み

ます。こちらは令和６年度対比で８４８万１，０００円の増額です。第１項の

営業収益として１億２，１６０万円を計上しております。水道の３ページの予

算実施計画、５ページの予算明細書に記載しておりますけれども、水道料金の

収入としまして１億２，１２０万円、給水工事の設計審査検査手数料収入４０

万円を計上しております。第２項営業外収益で１億４５０万４，０００円を計

上しており、先ほどの３ページ、５ページの記載のとおり他会計補助金、これ

には一般会計からの繰入金のうち総務省で定めた基準内の繰入金及び基準外の

繰入金を含んだ５，５４５万３，０００円と長期前受金戻入４，７４５万１，

０００円、それから消費税及び地方消費税還付金１６０万円としております。

長期前受金戻入につきましては過去に整備された固定資産の財源となった国庫

補助金等を毎年度収益化しているものであり、この長期前受金戻入額は現金を
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伴わない収益となっております。また令和７年度分の水道会計消費税の申告額

が還付となる予定であり、この概算金額を消費税還付金として計上しておりま

す。続いて第３項特別利益はゼロとしております。こちらは令和６年度予算で

は、特別会計から事業会計に移行する際に消費税還付見込額を計上しておりま

したが、令和７年度はこの項目に当てはまる収入がなくなったため未計上とし

ております。次に、支出の部では第１款簡易水道事業費用２億１，９０３万７，

０００円とし、令和６年度対比で９７０万９，０００円の増額となります。第

１項営業費用の２億９７３万８，０００円を計上、令和６年度対比１，２０８

万円の増額、内訳としまして３ページの予算実施計画及び６ページから８ペー

ジの予算明細書に記載のとおり、水をつくる費用に２，３９３万４，０００円、

水を配る費用に２，１１９万９，０００円、人件費等の総経費３，４１０万２，

０００円、また減価償却費１億３，０５０万３，０００円を計上しております。

この減価償却費は過去に整備された施設や水道管などの固定資産について、取

得額を耐用年数に応じ費用を経営を計上したものであり、こちらも長期前受金

戻入と同じく現金が伴わない費用となります。第２項営業外費用８７９万９，

０００円、令和６年度対比で６８万４，０００円の減額となります。この費用

は企業債償還金の利子償還金額を計上しております。第３項特別損失は令和７

年度計上なしとなります。この令和６年度で１６８万７，０００円を計上して

おりましたが、こちらにつきましては事業会計移行に際し計上した令和５年度

の１２月から３月分についての年度末の給与を予算計上する必要がありました

が、令和７年度においては計上する必要がなくなったことによる減額となりま

す。続いて第４項予備費として令和６年度同額の５０万円を計上しております。

次に第４条資本的収入及び支出でありますが、第１款資本的収入１億６，１３

９万９，０００円を計上、令和６年度対比で８３５万５，０００円の減額です。

第１項企業債について水道４ページの予算実施計画、９ページの予算明細書に

記載のとおりでございますが、こちらは建設改良に係る事業の企業債として９，

２６０万円計上しております。令和６年度対比４００万円の減額となります。

第２項他会計補助金は一般会計からの繰入金とし、総務省で定めた基準内繰入

金として３，１００万７，０００円を計上しております。令和６年度対比５１

２万５，０００円の減額となります。第３項国庫補助金を２，７７９万２，０

００円とし９ページの予算明細書のとおり、配水管整備工事、計装設備更新工

事に対する補助金として計上しております。令和６年度対比で５７３万円の減

額となります。第４項その他資本的収入として１，０００万円を計上しており

ます。こちらにつきましては振内国道改良に伴う水道管の移設に伴う補償金を

計上しております。令和６年度対比６５０万円の増額となります。続いて水道

２ページになりますけれども、支出、資本的支出、２億５，０２１万７，００

０円を計上しております。令和６年度対比５４６万６，０００円の減額となり

ます。第１項建設改良費を１億５，９７２万３，０００円、こちらは、４ペー

ジの予算実施計画、１０ページの予算明細書に記載しておりますとおりですが、
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工事請負６事業と量水器の購入費を見込んでおり、令和６年度対比８２２万８，

０００円の増額となります。第２項企業債償還金は企業債償還金の元金償還金

として８，９７８万４，０００円を計上、令和６年度対比で１，３８７万９，

０００円の減額となります。第３項固定資産購入費は量水器３０戸分の購入費

とスマートメーター試験導入用試験端末購入費として７１万円を計上しており

ます。令和６年度対比１８万５，０００円の増額となります。第４条予算は支

出に対し収入が不足する場合は括弧書きに、どのような財源で不足分を補うか

記載することになっていることから、不足する額８，８８１万８，０００円を

補う財源を当年度消費税及び地方消費税資本的支出調整額７０５万７，０００

円、過年度損益勘定保留資金１，１５３万７，０００円、当年度損益勘定保留

資金７，０１８万８，０００円で補填するものとすると記載しております。算

出の説明は、予算説明書の１ページに記載しておりますのでご確認をお願いい

たします。第５条の企業債についてでありますが、起債の目的に書いてある内

容のとおり、各事業において各企業債の借り入れを行うものであり、その金額

や利率及び償還の方法を記載しております。なお下段の公営企業会計関連事業

については第３条で規定の起債事業です。第６条の一時借入金限度額は、令和

６年度同様に１億円と定めております。第７条予定支出の各項の経費の金額の

流用を定めており、流用することができる場合は、記載のとおりの流用のみと

しております。第８条の議会の議決を得なければ流用することができない経費

として、職員給与費２，２５１万２，０００円を計上しています。第９条の他

会計からの補助金については、一般会計から簡易水道事業会計へ補助を受ける

額として８，６４０万円を計上しております。こちらは、令和６年度対比３０

８万８，０００円の増額となります。なお水道１１ページ以降につきましては

給料費明細書関係資料また予定キャッシュフロー計算書、令和６年度予定貸借

対照表、令和７年度予定貸借対照表、予定損益計算書、注記事項を添付してお

りますので、あわせてご確認いただければと思います。なお、事前にお配りし

ました説明資料に詳細に書かせていただいていると思いますので、そちらをご

確認いただければと思います。以上で議案第２３号、令和７年度の簡易水道事

業会計の予算説明とさせていただきますのでご審議のほどよろしくお願い申し

上げます。 

 

高山議長 以上で議案第１８号から議案第２３号までの令和７年度各会計予算の説明が終

了しました。 

お諮りします。ただいま提案がありました令和７年度平取町各会計予算につい

ては、平取町議会の運営に関する基準１１１、先例１により、議員全員で構成

する予算審査特別委員会を設置し、これに付託し、審査したいと思いますがご

異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。したがって、日程第２、議案第１８号から日程第７、議
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案第２３号までの令和７年度平取町各会計予算については、議員全員で構成す

る予算審査特別委員会を設置し、これに付託し、審査することに決定しました。 

休憩いたします。休憩は１１時までということで、直ちに議員・委員控室にお

いて、予算審査特別委員会の開催を求めます。 

 

（休  憩  午前１０時４８分） 

（再  開  午前１１時００分） 

 

高山議長 それでは再開いたします。 

休憩中に開催されました特別委員会において、委員長及び副委員長の互選が行

われましたので、その結果について報告をいたします。予算審査特別委員長に

は、１番井澤委員、副委員長には２番中川委員。以上のとおり互選された旨、

報告がありました。よろしくお願いをしたいと思います。 

以上で本日の日程は全て終了しました。本日はこれで散会いたします。なお、

議会定例会は、３月７日から３月９日までを休会とし、３月１０日９時３０分

に再開しますので、よろしくお願いをいたします。本日はご苦労さまでした。 

 

  

（閉  会  午前１１時０１分） 

 


